
盛岡YMCA みつかる。 つながる。 よくなっていく。
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子どものチャレンジを支える GOAL....... 
,...●.. ....,.... 

季節を巻き戻した夏の話。セミの声と、日差しが降り注ぐ山
道。私の前を行く5歳の息子が振り返り、人さし指を口元にあ

てて私の動きを制します。息子は補虫網の柄を長く持ちかえ
ました。その視線は、枝先に止まるトンボを捉えています。黒地
に黄のライン、映える緑の複眼。さながら小さなオニャンマ。オ

ナガサナエというレア種です。息子は忍び足で接近し、体が浮
くほど背伸びをして網を振りました。しかし、オナガサナエに網

がかかった瞬間、 「あ～！」、枝先が網に引っ掛かり振り切るこ
とができませんでした。オナガサナエは、清々しいほど上空高
＜舞い上がりました。網は枝にぶらさがり、無念そうに揺れて
いました。息子は、力任せに網を引っ張りますが外れません。

私は、息子の肩に手を置き 「惜しかった。また会えるといい

な」と声をかけました。その肩からすっと力が抜けます。私が網
を一度上に持ちあげ、枝先をかわして外し息子に手渡しまし
た。息子は 「父ちゃん、行くぞ！次は、オオルリボシャンマ獲るぞ
！」と坂を上り始めました。

子どもは、いつでもチャレンジします。首尾よく成し遂げたい、
自分の力を存分に発揮したい、との思いがあります。その過
程は、試行錯誤そのものであり、自己調整をしたり、安心安全
を確かめたりしながら進もうとします。それに打ち込む子ども
は、その時点での成功、失敗を間わず、よい顔をしています。こ
の社会において、私たちは、子どものチャレンジを、その大小

を問わず、確かに支え、思いを分かち合う大人でありたいと思
います。私たちも、その道を通ってきましたしね。

岩手大学准教授

佐々木全

盛岡YMCAの使命
私たち、盛岡YMCAは、 イエス・ キリストによって示された生き方に学びつつ、豊かな自然と歴史的伝統に満ちた岩手の地で、
こども、家族、地域とともに公正で平和な世界の実現を目指します。
1. こどもたちの個性を大切にし、 それぞれの夢や希望、 生きる力を育みます。
2.疇の絆といのちの虚さを深め合います。
3. 共に生きるために、 異なった文化、 多様な価値観と出会う場を提供します。



r ウィンター キャンプ2019活動報告 」園
～ジュニアスキーキャンプ～

『スキーキャンプの「できた！」』

私は今回のジュニアスキーキャンプで、子どもたちの「できた！」の顔が強く
印象に残っている。スキーレッスンは初級を担当したのだが、初めはスキー

靴を履く段階から苦戦し、歩くので精一杯で、スキー板を履いて歩くだけでも
転んでいた。しかし、2日名以降のレッスンでは、 「できるかな」と不安な表情
を浮かべながらも、リーダーの 「開いて一！」の声を信じて足を開いて、それで
も止まれずに転んで、また挑戦する、を繰り返し、中には「自分はできる」と、
自分に言い聞かせてから滑る子もいた。そうしていく中で、徐々に足を開ける
ようになり、止まりたいところで止まれるようになった瞬間、まっすぐ前を見て
いた顔が私の方を向き、 「できたね！」と言った私に、 「できた！」と満面の笑み
で答えてくれた瞬間は忘れられない。

レッスンを続けていく中でさらに上手になりたい、頑張りたいという思いが
伝わってきて、この 「できた、さらに上を目指そう」という気持ちは、とてもキラ
キラしていて素敵だと感じた。大学生になった今、出来るようになったという
達成感を感じられる機会が少なくなってしまっているが、子どもたちとスキー

を通して、できたという大きな喜びを感じ、共有することができたことがとて
も嬉しい。スキーというスポ ーツをする中で、靴を履けるようになる、止まれる
ようになる、曲がれるようになるなど、たくさんの目標があり、目標の達成に
向かってたくさん挑戦するからこそ 「できた！」という気持ちが大きくなるのだ
と思う。初めてのスキーキャンプだったが、スキーキャンプだか
らこそ見つけられるたくさんの 「できた！」があると知り、その
気持ちをたくさん分かち合うことができたので、スキーキャン
プに参加することができて良かったと心から感じている。

岩手大学2年 佐藤亜美（はっちリ ーダー）

～ダイナミックスキーキャンプ～
『ダイナマイトなキャンプ』

2020年1月11日（土）～13日（日）にかけ、安比高原
スキー場にてダイナミックスキーキャンプが行われま
した。子ども23名、リーダー ・スタッフ13名の計36名

でのダイナミックで楽しいキャンプとなりました。
今回のスキーキャンプのテ ーマは 「ダイナマイトな

キャンプ」ということで、剌激的でパワーあふれるキャ
ンプにしようと取り組みました。スキーレッスン前には
雪合戦をしたり、フカフカの雪に飛び込んだりとた＜
さん雪のあるスキー場ならではの環境を楽しみ、ス

キーレッスンが始まってからは、子どもたちから 「もっと滑ろう！」 「違うコ ースに
も行ってみたい！」と元気いっぱいの声が出て、1日1日を楽しみきりました。こ
の3日間で私たちは、新しい友だちに出会い、仲を深め、楽しいキャンプを作
ることが出来ました。スキーキャンプのテ ーマであった「ダイナマイトなキャン
プ」のように、すべての時間が、刺激的で、記憶に鮮明に残る思い出になった
と思います。子どもたちと一緒にスキーしたこと、お風呂に入ったこと、ナイト
プログラムをしたこと、全てが私にとって、大切な、大切な思い出です。一生忘
れない思い出はこれから先、自分にとって宝物になり、財産になります。子ど
もたちにとってもこのキャンプが、将来思い出した時に笑顔になれる思い出
となっていたら嬉しいです。

またこのスキーキャンプだけでなく、日常の生活からその
ような思い出をたくさん作っていって欲しいと思います。次は
どんな子どもたちに出会って、どんなキャンプになっていくの
か、考えただけでワクワクが止まりません。

岩手県立大学1年

～ 阻りスキ ～

『H帰りスキーだからこそ発見できたこと』

盛岡YMCAに入って、およそ1年が経った。YMCAという団体、子どもたちと
の関わり方等、この1年で得たものは本当に様々だった。しかし、何度、YMCA
の活動に参加しても、そのたびに新鮮な感覚を得ることのできることがある。

それは、子どもたちの底知れぬエネルギーの大きさだ。もちろん、元気いっ
ぱいという意味も含まれるのだが、この魅力というのはそこだけではない。子
どもたちは大人のような中途半端な妥協はしない、そこが本当の魅力だと私
は思う。朝9時前、スキーをすること、もしくは仲のいい友達と会えることに胸
を躍らせた子どもたちの顔が見えた。そんな彼らの顔を見てしまったからには
私ももう嬉しくてたまらない。そして、2020年日帰りスキー教室は始まった。

スキーのレベルに合わせ、グループごとに滑る。彼らは冬限定のこのスポ ー

ツにとにかく夢中だ。とはいっても、やはりスキー、重い板、滑る際のテクニック
が徐々に子どもたちの体力や、やる気を奪っていく。理想とする滑りができな
かったり、疲れがでたりで暗くなってしまう子もいた。さっきまでの明るい表情
は一転、暗い雰囲気に。 「もういい！」、そんな諦めた声も。でも何とかやる気を
取り戻して、次のリフトに乗ったらけろっと笑う。本当に彼らは表情の変化が激
しい。でも、これは何事にも妥協しない彼らの、彼らの時期にしかできないこと
なのではないかと感じた。子どもたちのスキーはただ楽しく滑るスキーではな
い、滑るんだったらとことん滑るし不満に思うことがあったら迷わず吐き出す。

日帰りスキーだからこそ、子どもたちも必死に滑ろうとする。限られた時間
の中で、その時間を最も大事にしようとしているのは、やはり子どもたちだ。何
にでも全力で、そんな姿勢を改めて私は学んだ。そして、そん
な子どもたちと関わる私たちは、その気持ちを一番に理解し
支えていこうと改めて思うことができた。

岩手大学1年 小河原悠加（ぶんちんリ ー ダー）



r 埼玉スキーキャンプ報告 J 躙――
私は今回のキャンプの話を聞いた頃、未だにリ ー ダーとは何かよくわ

かっていなかった。活動にたくさん参加しているわけでもなく、夏のキャン
プに参加もしていない。だからこそ、子どもたちと上手にかかわっている
他のリ ー ダーが、とてもキラキラして見えていた。そんな時に埼玉へのス
キーキャンプのお誘いが来て、 「行ってみたい」と思い、行くことに決めた。

私は5人の生活グループと6人のスキーグループをもった。知らない場
所で、経験のない私がちゃんと役割を務められるか不安もあったが、埼宝
に行ってからは、やるしかないという気持ちでキャンプを楽しむことにし
た。

子どもたちは、会ったことのない私にも元気にたくさん話しかけてくれ
た。私は緊張を感じる暇もないくらいに楽しみながら、子どもたちと関わ
ることができた。3泊4日は本当にあっという間に過ぎた。子どもたちの安
全を確認したり、どうしたら楽しんでもらえるのかを考えたりする自分の
姿は、リ ー ダーとしての一歩を、やっと踏み出せた気がしてとても嬉しく
感じた。

3泊4日のキャンプを通して感じたことは、子どもたちのエネルギーは無
限大だということだ。私がもった年長と小1の男の子グループは今回のグ
ループで最年少のグループだったが、日が経つにつれてどんどん元気が
増してきて、底なしの体力を感じることができた。

それと共に、私が最後ま
で頑張ることができたの
は 、 子 ど も た ち の笑顔が
あったからである。私は子
どもたちを楽しませること
を考えて い た が 、実際の
キャンプでは私が子どもた
ちから元気と楽しさを与え
てもらっていたのである。

いつの間にかキャンプに対する不安は消え、最高
の思い出を埼玉で作ることができた。優しくあたた
かく迎えてくれた埼玉YMCAのみんなに感謝してい
る。正しいリ ー ダーの姿はまだ見つけられていない
が、これから盛岡YMCAのリ ー ダーとして思いっきり
楽しく活動していきたい。

岩手県立大学1年 長田瑠唯（パンジー）

r サッカ ー合宿報告 J 躙――
2020年1月7日～10日までの3泊4日、盛岡YMCAベストキッズはサッ

カ ー合宿を行ってきました。今年は人数が少なく、12名での活動となり
ましたが、その分コミュニケー ションも密に取り合いながらの合宿となっ
たと思います。

午前午後でそれぞれ3時問ずつ、4日間で計18時間にも及ぶトレ ーニ
ングをしてきました。トレーニングは決して楽なものではありませんでし
たが、一つ一つの練習で自分が何を身に付けたいのか、何を意識する
のか、どう修正したら出来ないことが出来るようになるのかを考え、分か
らなければ仲間に聞きながら取り組んでいる姿も見られました。

サッカ ーのトレーニング以外でも、夜にミー ティングを行い、サッカ ーノ ー

トの書き方、サッカ ーの楽しさについて、自覚するとはどういうことか等、
気持ちゃ頭も作れるようみんなで考えてきました。

今回の合宿では、サッカ ーの時のスイッチとそれ以外のスイッチとで、
切り替えをはっきりしようということにも取り組み、まだ100点とはいきま
せんが、少し意識できるようになってきたと思います。

食事で苦しんだり、トレ ーニングで苦しんだりしながらも仲間を支え、
仲間に支えられて無事に4日間をやりきることができました。現在、盛岡
YMCAベストキッズは人数が多いほうではありませんが、これまでの中
でもサッカ ーが大好きなメンバ ーが集まっています。今回の合宿が第一

歩となり、お互いで高めあい、サッカ ーでも生活面でも盛岡YMCAの代表
であるという自覚をもって行動できるよう、人間として大きくなっていって
ほしいと思います。

今後は3月にも合宿が予定されています。この冬期間のトレーニングに
耐え、サッカ ーと本気で向き合ったベストキッズが4月以降どうなっていく
のか楽しみに、これからも進化し続けていきたいと思います。

盛岡YMCAベストキッズ監督 向平悟
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r YMCA農村青年塾 J 園
「桃の切り方が分からない！？」昨年、盛岡YMCAの数名のボランティア

リ ー ダー を連れて、福島の地を訪れた。その時に泊まらせていただいた
勝縁寺で、夕食の準備をしていると、住職が福島のおいしそうな桃を持っ
てきて下さった。とても喜んでいたリ ー ダーに、「切っておいてちょうだいね
。」私はそう言って、別の作業をしにキッチンを後にした。なかなか桃がこ
ないため、再びキッチンに戻ると、桃を見つめてあれこれと話し

合

ってい
るリ ー ダー の姿があった。まさか私が、桃の切り方を大学生に教えるなん
てと、とても驚いた。

こんなことを、1月17日～19日の3日間、東山荘で行われたYMCA農
村青年塾に

参

加

させていただく中で思い返していた。私自身、農村につ
いて、農業について、全くと言って良いほど無知だった。だからこそ、現在
山奥で農業を営む方

々

と出会い、普段の世界とはまるで別世界に生きる
人達からたくさんの刺激を、「生きる力」「たくましさ」をいただいた。その中
で、農業は人の生き方を改めて考えさせてくれるということを強く感じた。

農業を学ぶことで、自分の生き方を振り返ることができる。人

参

はどの
ように育ち、どれくらいの時間がかかるのか、どのような環境で育つのか、
また、いつもス ー パ ー に並ぶ豚肉は、誰が育て、どんなものを食べて育っ
た豚なのか、どこから出荷されたのか… 。食べ物だけではない。捻った蛇
口はどこから来る水なのか、スト ー ブの燃料はどこからくるのか… 。

いつも何不自由なく生活をしているひとつひとつの当たり前の環境に、
一度立ち止まることがとても大切だと感じた。食べる物、生活環境は私自
身そのものに全て還元される。

まずは知り学ぶこと、そこから食べる物が変わり、生活環境が変わり、「
生き方」が変わってくる。この研修で終わらず、学ぶことから始めていこう
と思う。
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r ※ポジティブネット⑮
4 園

読解力

「どんなに私たちが人生に絶望しても人生が私たちに絶望する

ことはない」オーストリアの精神科医ヴィクトール ・ フランクルは、自

らナチスの強制収容所で味わった過酷な体験を「夜と霧」という一

冊の本に綴った。

読書の魅力はどこにあるのだろうか。ある作家はこう語っている。
「他者の書いた物語の中に自分の苦しみが書き込まれているよう

に感じられることがある。その時、人は物語にやさしく迎え入れら

れている。自分の苦悩や痛みを物語が一緒に耐えてくれる。だから

こそ心に余白が生まれ、自分の人生から少しだけ距離を憧いて周

囲を見渡すことができる。」
「Alvs教科督が読めないこどもたち」という本が30万部のベス

トセラーになっている。人工知能プロジェクトのリー ダーである著者

は、AIが人間の仕事をすべて肩代わりする未来はやってこないと

指摘する一方で、近い将来ホワイトカラーの多くの職種がAIに代替

されるだろうと予測している。鍵を握るのはAIにはできない、もの

ごとの本当の意味を理解する読解力だそうだ。

ほんの数年前までは、速読の技術がもてはやされ、どれだけ多く

の本を読んでいるか、知識を情報としてストックしているかが重要

だと言われていた。ところがそのような能力こそAIが最も得意とす

るものである。1冊の本を前にして立ち止まる読書。そこに自己を照

らし合わせ、深く時と場所を越えて作者と対話していく読解力が混

沌として先が見えない時代だからこそ大切なのでは？

「こうして、イザヤの告げた預言が彼らの上に実現するのである。『あな

たがたは聞くには聞くが、決して悟らず見るには見るが決して認めない

。この民の心は鈍り耳は遠くなり目は閉じている、目で見ず、耳で聞かず

心で悟らず、立ち帰って私に癒やされることのないためである。』

（マタイによる福音書13章14~15節）

盛岡YMCA 総主事 濱塚有史

※互いの存在や個性を認め合い、高め合うことのできる、善意や前向きな気持
ちによってつながるネットワークのこと

r インドでビリケン・ マックスが考えた⑨
4 圃

ちょうど去年の今頃は、インド ・ スタディキャンプに向けての準備
を、せっせと行っていました。毎週予防接種を打ちに行ったり、大き
いリュックなどといった準備物を購入しに行ったり…。

先日、私たちキャンパ ーの引率をしてくださったケンティーが、盛

岡YMCAを訪ねてくれました。帰国後、初めて会ったので約1年ぶ
りの再会です。ケンティー とマックスと私で、インド ・ スタディキャンプ

の思い出を語り合いました。 「最初はどうなるかと思ったね」と思い

出を話している中で、他人と自分とを受け入れ合うということにつ

いて、考えさせられました。

インド ・ スタディキャンプでは様々な出会いがありました。インドの

YMCAで地域を活性化させていた方々、インドの孤児たちを支援

しているスレッシュさん。そして、常に共に生活をしたキャンパ ー た

ち。

キャンパ ーはそれぞれ、所属も年齢も違い、出国の1か月前に初

めて顔を合わせたメンバ ーでした。インドでの生活の当初は、違い

を認め受け入れなきゃという義務感が私の中にあったと思います。

だから、ただでさえ英語は苦手なのに、インド英語という癖の強い

英語での講義につまずき、他の英語で質問をしていたキャンパ ー と
の違いに焦りを感じていました。

しかし、生活を共にしていく中で、意外な一面に触れたり、自分

の事を受け入れてくれているのだと感じる瞬間があったりする中

で、キャンプの終盤には、英語が得意なキャンパ ーに頼ることが容

易に出来るようになり、相手も、聞く前から教えてくれるようになっ

ていました。きっと違いを認めて受け入れたから、この相互の関係

が出来たのだと思います。人と人と

の規模だけでなく、もっと大きな規

模でも違いを超えて認め合う、受け

入れるということが出来ると、暖か

な社会が築けるのだろうなと思い

ます。

インド ・ スタディキャンプに行くに

あたり、支えて下さった皆さんに感

謝の気持ちでいっぱいです。

本当にありがとうございました。

岩手大学4年

尾河芽生（ビリケン）
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年末に開催された「スキーキャンプ・リ ー ダー トレ ー ニング」
の様子。盛岡YMCAのスキーのゼッケンの色はピンク。2月に
開催される。ピンクシャツデー を意識して作成してます。

最新情報はこちらでチェックできます！ 「盛岡YMCA」で検索ください。
ホ ー ムペ ー ジ ’‘r : https://www.moriokaymca.org/ 

facebooklJ : https://ja-jp.facebook.com/moriokaymca/ 


